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課題研究

主体的なゼミ活動で
大学進学後も
学び続ける生徒を育成

◎全人教育の徹底を教育方針とし、常
に心清く、豊かな知性をもって真理を追
究する人材の育成を目指す。２００７年
度、１２年度にＳＳＨの指定を受ける。
文部科学大臣賞をはじめ、各種表彰や
コンクールで顕著な成績を収める。

国公立大は、北海道大、東北大、筑波大、
東京大、東京工業大、一橋大、横浜国
立大、名古屋大、京都大、大阪大、広
島大、茨城県立医療大などに７２人が合
格。私立大は、青山学院大、慶應義塾大、
順天堂大、上智大、早稲田大、同志社大、
立命館大などに延べ４５０人が合格。

設立

形態

生徒数

1２年度入試合格実績（現浪計）

1978（昭和53）年

全日制／普通科／共学

１学年約200人

住所
　

電話

Web Site

〒314-0031
茨城県鹿嶋市宮中伏見4448-5

0299-83-1811

178
指導変革の

成果実践背景

◎志望が不明確なま
ま大学に進学し、入
学後に進路変更する
卒業生が目立つよう
に。進学実績も伸び
悩んでいた

変革のステップ

◎ＳＳＨへの申請、指
定に向けて、文系理
系、医療の各分野に
渡るゼミ活動を開始

◎将来の志望が明確
になる生徒が増加。
学ぶ意欲が高まり、
コンテストの入賞や進
学実績の向上などに
表れる

http://www.seishingakuen.ed.jp/

茨城県・私立

清真学園高校・中学校

　

２
０
０
８
・
09
年
度
「
全
国
高
等
学
校
ビ
ジ
ネ
ス
ア

イ
デ
ィ
ア
甲
子
園
」
グ
ラ
ン
プ
リ
、10
年
・
11
年
度
「
全

国
高
校
生
観
光
甲
子
園
」
準
グ
ラ
ン
プ
リ
、11
年
度
「
高

校
生
科
学
技
術
チ
ャ
レ
ン
ジ
」文
部
科
学
大
臣
賞

│
。

近
年
、
高
校
生
を
対
象
と
し
た
コ
ン
テ
ス
ト
で
目
覚
ま

し
い
成
果
を
挙
げ
て
い
る
私
立
の
中
高
一
貫
校
が
あ

る
。
茨
城
県
の
清
真
学
園
高
校
・
中
学
校
だ
。

　

一
連
の
成
果
の
背
景
に
は
、
９
年
前
に
導
入
し
た
ゼ

ミ
活
動
が
あ
る
。
当
時
、
申
請
を
予
定
し
て
い
た
Ｓ
Ｓ

Ｈ
の
教
育
活
動
の
軸
に
ゼ
ミ
活
動
を
据
え
よ
う
と
考
え

た
の
が
始
ま
り
だ
っ
た
。
内
容
と
し
て
は
、
そ
れ
ま
で

中
学
３
年
生
で
取
り
組
ん
で
い
た
卒
業
研
究
を
発
展
さ

せ
、
高
校
１
年
生
の
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
で
の

取
り
組
み
と
し
て
位
置
付
け
た
。

　

生
徒
の
進
学
意
欲
や
学
習
意
欲
の
低
下
と
い
う
課
題

も
、
ゼ
ミ
活
動
を
始
め
た
背
景
の
１
つ
だ
。
一
生
懸
命

勉
強
し
て
志
望
大
に
合
格
し
た
も
の
の
進
学
後
に
学
ぶ

意
義
や
目
的
を
見
い
だ
せ
ず
、
他
大
学
を
受
験
し
直
し

た
り
中
退
し
た
り
す
る
卒
業
生
が
少
な
か
ら
ず
い
た
。

大
学
へ
の
期
待
感
の
低
下
か
ら
、
大
学
合
格
実
績
も
停

滞
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
と
い
う
。
進
路
指
導
部
長
の
釜

田
啓
市
先
生
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
「
大
学
で
の
学
び
に
目
的
意
識
が
な
け
れ
ば
、
確

信
を
持
っ
て
進
路
を
選
ぶ
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
将

来
像
が
描
け
な
い
生
徒
ほ
ど
、
安
易
に
推
薦
入
試

大
学
進
学
後
に

目
標
を
見
失
わ
な
い
よ
う
に
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や
Ａ
Ｏ
入
試
を
受
け
よ
う
と
し
ま
す
。
し
か
し
、
そ

う
し
た
選
択
は
大
学
卒
業
後
に
大
き
な
借
金
に
な
っ

て
、
そ
の
生
徒
に
返
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
目
的
意

識
を
明
確
に
し
、
受
験
に
向
か
う
意
欲
、
大
学
入
学

後
も
夢
に
向
か
っ
て
学
び
続
け
る
意
欲
を
育
む
の

が
、
ゼ
ミ
を
始
め
た
最
大
の
目
的
で
し
た
」

　

ゼ
ミ
の
導
入
に
当
た
り
、
最
も
留
意
し
た
点
は
、
内

容
が
理
系
に
偏
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
。
進
路
指

導
副
部
長
の
稲
葉
寿
郎
先
生
は
こ
う
話
す
。

　
「
Ｓ
Ｓ
Ｈ
指
定
校
の
課
題
と
し
て
、
理
数
教
科
の

担
当
以
外
か
ら
、
取
り
組
み
へ
の
協
力
が
得
ら
れ
に

く
い
こ
と
が
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。
教
師
も
生
徒
も

文
理
が
互
い
に
刺
激
し
合
っ
て
成
長
で
き
る
よ
う
、

文
系
で
も
ゼ
ミ
を
設
け
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　

文
系
の
ゼ
ミ
を
活
性
化
す
る
た
め
に
取
り
入
れ
た
の

が
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
だ
。
理
系
の
ゼ
ミ
で
は
Ｓ

Ｓ
Ｈ
の
枠
組
み
に
沿
っ
て
自
然
科
学
の
真
理
探
究
を
す

る
一
方
、
文
系
の
ゼ
ミ
で
は
大
学
卒
業
後
の
職
業
や
社

会
が
見
え
る
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
。
公
務
員
志
望
者
の

た
め
の
「
行
政
ゼ
ミ
」、
医
学
部
・
看
護
学
部
志
望
者

の
た
め
の
「
医
療
系
ゼ
ミ
」
と
い
う
よ
う
に
、
キ
ャ
リ

ア
の
視
点
を
踏
ま
え
た
ゼ
ミ
が
次
々
と
生
ま
れ
た
。

　

更
に
、
学
校
全
体
の
取
り
組
み
と
す
る
た
め
に
、
１

〜
２
人
の
主
担
当
の
教
師
に
加
え
て
、
引
率
や
文
章
チ

ェ
ッ
ク
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
教
師
を
各
ゼ
ミ
に
配
置

し
た
。
教
師
全
員
が
か
か
わ
り
、
学
校
全
体
で
課
題
や

成
果
を
共
有
す
る
体
制
が
組
ま
れ
た
。

　

ゼ
ミ
は
、
大
学
の
ゼ
ミ
と
同
じ
よ
う
に
、
研
究
の
大

枠
を
担
当
教
師
が
決
め
、
そ
れ
に
関
心
の
あ
る
生
徒
が

所
属
す
る
。
同
校
に
は
修
士
や
博
士
の
学
位
を
持
つ
教

師
が
多
く
、
専
門
を
生
か
し
た
指
導
を
出
来
る
の
が
強

み
だ
。
医
療
の
よ
う
に
専
門
の
教
師
が
い
な
く
て
も
、

そ
の
分
野
に
関
心
の
あ
る
教
師
が
担
当
を
務
め
る
。
生

物
学
が
専
門
で
「
進
化
学
ゼ
ミ
」
を
担
当
す
る
教
育
研

究
部
長
の
十
文
字
秀
行
先
生
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
自
分
の
好
き
な
テ
ー
マ
を
生
徒
と
共
に
研
究
で

き
る
の
で
、
楽
し
み
で
あ
り
、
大
変
さ
は
感
じ
ま
せ

ん
。
ゼ
ミ
活
動
に
よ
り
、
そ
の
分
野
の
大
学
の
先
生

に
連
絡
を
取
っ
て
直
接
話
を
聞
く
な
ど
、
外
と
の
つ

な
が
り
を
つ
く
る
こ
と
も
出
来
ま
し
た
。
都
心
に
あ

る
学
校
で
は
な
い
の
で
、
自
分
か
ら
求
め
な
け
れ
ば

外
と
の
つ
な
が
り
は
つ
く
れ
ま
せ
ん
。
ゼ
ミ
で
学
ん

だ
こ
と
は
授
業
に
も
生
か
せ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

ゼ
ミ
の
数
は
、
理
系
に
特
化
し
た
Ｓ
Ｓ
Ｈ
ゼ
ミ
が

10
、
文
系
や
医
療
系
を
中
心
と
し
た
教
員
主
導
ゼ
ミ
が

11
あ
る
（
図
１
）。
１
年
生
は
必
修
で
、
２
・
３
年
生
も

希
望
者
が
参
加
で
き
る
。
や
り
た
い
こ
と
が
ゼ
ミ
の
テ

ー
マ
に
な
い
生
徒
は
個
人
研
究
を
行
う
が
、
数
は
少
な

く
、
全
体
の
２
割
程
度
だ
。

　

１
年
間
の
流
れ
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

清
真
学
園
高
校
・
中
学
校

釜
田
啓
市　
か
ま
だ
・
け
い
い
ち

教
職
歴
、同
校
赴
任
歴
共
に
９
年
。
進
路
指
導
部
長
。「
ど

ん
な
仕
事
で
も
取
り
組
ん
で
み
る
。
自
分
に
課
せ
ら
れ

た
使
命
を
と
こ
と
ん
追
求
し
た
い
」

図１ 2012年度　開講ゼミテーマ名

開講するゼミは１年ごとに教師
全員から募集をして決定。毎
年１８～２０ゼミになる
＊学校資料を基に編集部で作
成

名演説に学ぶ英語スピ
ーチ研究
起業で学ぶ現代
公務員の世界を知ろう
（行政ゼミ）
コーチ学（スポーツ組織
論）
テレビドラマを読みとる
医療系
音楽史
刑法・刑事裁判研究
教育を考えよう
武士の時代を考える
「国際社会で活躍する」
とはどういうことか

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

教員主導ゼミ
進化学
科学史
クリーンエネルギー
化学総合
スターリングエンジン
水中生物を通して環境
を考える
サラウンドの研究
日常に潜む数理の研究
アルキメデスの研究
数学オリンピック挑戦

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

ＳＳＨゼミ

清
真
学
園
高
校
・
中
学
校

十
文
字
秀
行　
じ
ゅ
う
も
ん
じ
・
ひ
で
ゆ
き

教
職
歴
、同
校
赴
任
歴
共
に
21
年
。
教
育
研
究
部
長
。「
自

分
の
す
る
こ
と
に
自
信
を
持
て
る
生
徒
を
１
人
で
も
多

く
育
て
た
い
」

清
真
学
園
高
校
・
中
学
校

稲
葉
寿
郎　
い
な
ば
・
じ
ゅ
ろ
う

教
職
歴
20
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
15
年
目
。
進
路
指
導

副
部
長
。「
学
校
で
出
来
る
こ
と
、
学
校
が
出
来
る
こ
と

の
可
能
性
を
広
げ
た
い
」

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
視
点
を
取
り
入
れ

文
系
ゼ
ミ
の
活
性
化
を
図
る

教
師
の
専
門
性
を
生
か
し
た

個
性
あ
ふ
れ
る
ゼ
ミ
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今回のテーマに関連する過去の記事はBenesse教育研究開発センターのウェブサイトでご覧いただけます。
２０１０年６月号指導変革の軌跡「新潟県立高田高校」など
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ま
ず
１
年
生
の
４
月
に
、
生
徒
の
希
望
に
沿
っ
て
所

属
す
る
ゼ
ミ
が
決
ま
る
。
定
員
は
担
当
教
師
が
そ
れ
ぞ

れ
判
断
。希
望
者
は
全
員
所
属
で
き
る
ゼ
ミ
も
あ
れ
ば
、

上
限
を
決
め
、
希
望
者
が
定
員
を
上
回
っ
た
ら
面
接
や

作
文
で
選
抜
す
る
ゼ
ミ
も
あ
る
。

　

Ｓ
Ｓ
Ｈ
ゼ
ミ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
ゼ
ミ
生
全
員
で
共
同
研
究
を
行
う
の
が
基
本

だ
。
教
員
主
導
ゼ
ミ
で
は
、「
起
業
」「
医
療
」「
刑
法
」

な
ど
の
ゼ
ミ
テ
ー
マ
の
範
囲
で
、
生
徒
が
個
人
、
あ
る

い
は
グ
ル
ー
プ
で
自
由
に
研
究
内
容
を
設
定
す
る
。

　
「
以
前
の
卒
業
研
究
で
は
、
テ
ー
マ
設
定
を
全
て

生
徒
に
任
せ
て
い
た
た
め
、『
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
に
つ

い
て
』『
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
』
な
ど
興
味
・
関
心

の
域
を
出
ず
、
職
業
や
学
問
へ
の
広
が
り
の
面
で
課

題
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ゼ
ミ
で
は
、
ま
ず
研

究
を
進
め
る
上
で
必
要
な
そ
の
分
野
の
基
礎
知
識
を

指
導
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、

生
徒
の
課
題
設
定
や
研
究
の
進
め
方
に
も
深
み
が
出

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」（
稲
葉
先
生
）

　

研
究
成
果
は
、
９
月
の
文
化
祭
で
ポ
ス
タ
ー
展
示
な

ど
に
よ
り
中
間
発
表
を
行
う
。
そ
の
後
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
ゼ
ミ

は
、２
月
に
学
外
の
関
係
者
を
招
い
て
発
表
会
を
開
く
。

教
員
主
導
ゼ
ミ
で
は
、
１
・
２
月
に
各
ゼ
ミ
１
人
ず
つ

代
表
者
を
決
め
、
管
理
職
も
参
加
す
る
２
次
審
査
で
５

〜
６
人
に
絞
る
。
そ
し
て
、
３
月
に
学
内
で
行
う
総
合

学
習
発
表
会
で
、
教
師
と
保
護
者
代
表
が
審
査
員
と
な

っ
て
最
優
秀
賞
を
決
め
る
。
発
表
会
に
は
中
学
２
・
３

年
生
も
参
加
す
る
。
堂
々
と
発
表
す
る
高
校
生
の
姿
を

見
せ
て
、
よ
い
発
表
に
つ
い
て
の
視
点
に
触
れ
さ
せ
る

こ
と
で
刺
激
を
与
え
、
将
来
の
ゼ
ミ
活
動
に
期
待
を
持

た
せ
る
た
め
だ
（
図
２
）。

　

ゼ
ミ
の
様
子
を
見
て
み
よ
う
。

　

稲
葉
先
生
が
担
当
す
る
「
起
業
で
学
ぶ
現
代
」
で
は
、

自
身
の
専
門
で
あ
る
近
現
代
史
を
土
台
に
、
戦
後
復
興

に
お
け
る
起
業
の
役
割
な
ど
を
学
び
な
が
ら
起
業
家
精

神
を
養
う
。
社
会
へ
の
関
心
を
育
む
と
共
に
、
教
科
指

導
で
は
意
識
さ
せ
づ
ら
い
政
治
・
経
済
と
歴
史
の
接
点

を
深
め
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
開
講
し
て
い
る
。

　

活
動
で
は
、
生
徒
の
意
欲
を
喚
起
す
る
た
め
に
、
学

外
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
活
用
し
て
い
る
。
前
期
は
「
全

国
高
校
生
観
光
甲
子
園
」（
＊
１
）
の
出
場
を
目
指
し
、

３
〜
４
人
ず
つ
で
チ
ー
ム
を
組
み
、「
地
元
地
域
の
観

光
プ
ラ
ン
」
な
ど
、
大
会
の
テ
ー
マ
に
応
じ
た
企
画
を

立
て
る
。
チ
ー
ム
に
よ
る
共
同
研
究
と
す
る
の
は
、
役

割
分
担
や
打
ち
合
わ
せ
の
仕
方
な
ど
、
組
織
で
取
り
組

む
ス
キ
ル
を
学
ぶ
こ
と
も
ゼ
ミ
活
動
の
ね
ら
い
の
１
つ

だ
か
ら
だ
。
後
期
は
「
全
国
高
等
学
校
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ

デ
ィ
ア
甲
子
園
」（
＊
２
）
を
目
指
し
、
個
人
研
究
に

よ
り
商
品
開
発
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
発
案
を
す
る
。

こ
の
大
会
で
は
、
08
・
09
年
と
２
年
連
続
で
グ
ラ
ン
プ

リ
を
受
賞
し
た
。
ま
た
、「
全
国
高
校
生
観
光
甲
子
園
」

の
企
画
の
１
つ
は
、「
風
評
被
害
を
吹
っ
飛
ば
せ
！　

水
郷
で
〝
日
本
一
の
朝
ご
は
ん
を
〞」
と
い
う
、
鹿
嶋

の
名
産
・
名
所
を
味
わ
え
る
ツ
ア
ー
と
し
て
旅
行
会
社

に
よ
っ
て
商
品
化
さ
れ
た
。

　

生
徒
の
ア
イ
デ
ア
を
引
き
出
す
コ
ツ
は
ど
こ
に
あ
る

の
だ
ろ
う
か
。
稲
葉
先
生
は
「
徹
底
的
に
生
徒
を
追
い

詰
め
る
こ
と
」
に
あ
る
と
い
う
。
同
じ
ア
イ
デ
ア
は
な

い
か
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
徹
底
的
に
調
べ
さ
せ
、

リ
サ
ー
チ
の
甘
さ
を
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で
、
安
藤
百

福
や
小
倉
昌
男
な
ど
の
起
業
家
の
ア
イ
デ
ア
を
例
に
発

想
法
を
教
え
た
り
、
日
々
の
生
活
で
感
じ
る
不
満
や
ニ

ー
ズ
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
た
り
す
る
。

　
「
教
師
が
ど
れ
だ
け
生
徒
と
一
緒
に
粘
り
強
く
考

え
ら
れ
る
か
が
重
要
で
す
。
一
緒
に
資
料
を
見
な
が

＊1　神戸夙川（しゅくがわ）学院大主催
＊2　大阪商業大、毎日新聞社主催

図２ 総合学習発表会　評価の観点

＊学校資料を基に編集部で作成

ゼミの発表会では、審査員以外の聴講者も全員、このシートに記入して提
出する。中学生は評価ポイントがどこかを把握でき、自分が高校１年生に
なってゼミ活動をする際の指針をイメージできる

観点　　発表内容が論理性があってわかりやすいか。また、その順序
がよく組み立てられているか。（論理性、説得力、構成力）

観点　　発表内容が自分の言葉になっているか。また、発表内容にど
の程度目新しさがあるか。（独創性、斬新性）

観点　　発表のスピード、声の大きさ、間の取り方、視線など発表の
基本ができているか。（パフォーマンス）

観点　　スクリーンに映し出された内容が、見やすいように工夫され
ているか。（情報伝達力）

発表を以下の　 ～　 に注意して、５段階評価をする。1 4

５大変良い　 4良い　 3普通　 2もう１歩　 1良くない

1

2

3

4

教
師
が
ど
れ
だ
け
寄
り
添
う
か
が

生
徒
の
発
想
を
引
き
出
す
決
め
手
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ら
『
ゼ
ロ
か
ら
夢
想
す
る
の
が
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア

で
は
な
い
。
実
態
は
ど
う
な
っ
て
い
る
？
』
と
い
う

よ
う
に
突
っ
込
み
を
重
ね
る
の
で
す
。
こ
ち
ら
が
思

い
も
よ
ら
な
い
ア
イ
デ
ア
を
生
徒
が
考
え
出
す
瞬
間

が
、
私
の
最
大
の
喜
び
で
す
」（
稲
葉
先
生
）

　

医
療
系
ゼ
ミ
で
は
「
体
験
」
を
重
視
し
、
出
来
る
限

り
多
く
病
院
や
現
職
医
師
と
接
す
る
機
会
を
設
け
る
。

　
「
頭
の
中
で
想
像
し
て
い
る
医
療
現
場
と
現
実
は

違
い
ま
す
。
実
際
に
足
を
運
び
、
自
分
の
目
で
医
療

の
現
場
を
見
て
、
医
師
や
患
者
か
ら
話
を
聞
く
体
験

を
重
ね
る
こ
と
で
、
医
療
に
つ
い
て
深
く
考
え
ら
れ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
釜
田
先
生
）

　

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
も
徹
底
的
に
行
う
。
病
院
見
学
や
講

演
後
に
は
、
１
週
間
以
内
に
原
稿
用
紙
８
枚
分
の
レ
ポ

ー
ト
を
提
出
さ
せ
る
。

　
「
社
会
で
は
仕
事
が
き
っ
ち
り
出
来
て
、
自
ら
積

極
的
に
動
け
る
人
材
が
必
要
だ
と
思
う
か
ら
で
す
。

社
会
に
山
積
し
て
い
る
、
医
療
倫
理
の
よ
う
な
正
解

の
な
い
問
題
に
対
し
て
、
ど
う
考
え
て
ど
う
動
く
の

か
。
自
分
な
り
の
考
え
を
ま
と
め
る
方
法
論
や
、
正

解
が
な
い
問
題
を
考
え
抜
く
知
的
な
タ
フ
さ
を
身
に

付
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」（
釜
田
先
生
）

　

Ｓ
Ｓ
Ｈ
ゼ
ミ
で
は
、
実
験
・
検
証
、
文
献
調
査
に
よ

っ
て
、
真
理
を
実
証
的
に
探
究
す
る
。
十
文
字
先
生
の

進
化
学
ゼ
ミ
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
教
科
書
と
し

て
使
わ
れ
て
い
る
書
籍
で
学
び
、
花
や
昆
虫
の
観
察
を

行
い
、
最
新
の
進
化
学
に
触
れ
る
。

　
「
ゼ
ミ
で
自
分
の
関
心
を
徹
底
的
に
追
究
し
、
力

を
発
揮
す
る
生
徒
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
や
り
た

い
こ
と
が
見
付
か
り
、
大
学
で
そ
の
研
究
を
深
め
る

た
め
に
、授
業
へ
の
意
欲
が
高
ま
る
生
徒
も
い
ま
す
。

ま
た
、
学
外
の
大
会
で
受
賞
し
た
り
、
海
外
で
研
究

発
表
し
た
り
す
る
生
徒
も
い
て
、
周
り
の
生
徒
へ
の

よ
い
刺
激
に
な
っ
て
い
ま
す
。
授
業
や
部
活
動
だ
け

で
な
く
、
生
徒
が
輝
け
る
場
を
い
ろ
い
ろ
提
供
で
き

る
学
校
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
」（
十
文
字
先
生
）

　

生
徒
の
意
欲
が
高
ま
る
こ
と
で
、進
学
実
績
も
向
上
。

医
療
系
ゼ
ミ
で
は
、
ゼ
ミ
を
通
じ
た
卒
業
生
と
の
つ
な

が
り
も
、
進
学
実
績
に
良
い
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
組
織
と
し
て
続
け
ら
れ
る

の
は
、
部
活
動
の
顧
問
を
は
じ
め
教
師
全
体
が
協
力
的

な
こ
と
に
加
え
、
新
し
い
試
み
を
受
け
入
れ
る
雰
囲
気

が
あ
る
か
ら
だ
と
、
十
文
字
先
生
は
話
す
。

　
「
受
験
に
向
か
え
る
学
力
と
共
に
、
学
問
の
面
白

さ
を
知
り
、
人
生
を
切
り
拓
く
力
を
身
に
付
け
た
自

立
し
た
生
徒
を
育
て
た
い
と
い
う
本
校
の
理
念
に
教

師
が
共
感
し
て
お
り
、
そ
の
上
で
各
教
師
が
好
き
な

テ
ー
マ
に
好
き
な
よ
う
に
取
り
組
め
る
体
制
で
あ
る

こ
と
が
、
継
続
の
要
因
の
１
つ
だ
と
思
い
ま
す
」

　

新
た
な
挑
戦
も
始
ま
り
つ
つ
あ
る
。
臨
海
工
業
地
帯

に
あ
る
立
地
を
生
か
し
た
企
業
と
の
連
携
だ
。
現
在
、

経
済
同
友
会
の
協
力
に
よ
り
、
大
手
企
業
に
よ
る
講
演

会
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
近
い
将
来
、
企
業
の
研
究
員

や
地
域
の
人
材
と
連
携
す
る
と
い
う
案
も
あ
る
。

　
「
こ
の
地
域
は
、
戦
後
に
開
発
が
始
ま
る
ま
で
は

砂
丘
地
帯
で
あ
り
、
首
都
圏
に
最
も
近
い
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
で
し
た
。こ
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
持
っ
て
、

地
元
に
新
し
い
道
を
拓
く
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が

本
校
の
使
命
で
あ
り
、地
元
の
期
待
で
も
あ
り
ま
す
。

高
校
は
、
卒
業
後
に
生
徒
が
ど
こ
へ
で
も
飛
び
立
て

る
滑
走
路
の
よ
う
な
存
在
で
あ
り
た
い
。
そ
の
た
め

に
、
教
師
が
率
先
し
て
道
を
拓
く
と
い
う
意
識
を
持

ち
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
ど
ん
ど
ん
形
に
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
稲
葉
先
生
）

写真　教員主導ゼミの１つ「教育を考えよう」で、生徒が小
学校を訪問した時の様子。ゼミで活動するうちに、その分野
が自分に向いていないと気付く生徒もいるが、進学後のミス
マッチをなくす上で重要な気付きであると教師は捉えている

勉
強
や
部
活
動
だ
け
で
は
な
い

生
徒
が
輝
け
る
も
う
１
つ
の
道

正
解
が
な
い
問
題
に
立
ち
向
か
え
る

知
的
な
タ
フ
さ
を
身
に
付
け
さ
せ
た
い
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